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Ｕ Ｍ Ｅ - １ フ ェ ス タ i n 梅 の 里 み な べ ２ ０ ２ ６
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◆
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岡
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）
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）

　

「
紅
い
き
ら
め
き
ー
ズ
」
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◆
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、
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校
生
カ
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オ
ケ
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ト
ル
、
わ
ん
だ
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未
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な
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が
行
わ
れ
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り
上
が
り
ま
し
た
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グルメ甲子園結果

優　 勝　神島高等学校

準優勝　綾羽高等学校

３    位　総社高等学校

敢闘賞　南部高等学校

令 和 ８ 年  自治振興委員 （区長） を紹介します

児 童 手 当 等 の 手 続 き （ 児 童 を 養 育 す る 保 護 者 の 方 へ ）

問い合わせ　児童手当・児童扶養手当 ： 子育て推進課　☎ 33-7550

　　　　　　　　 特別児童扶養手当 ： 住民福祉課　☎ 72-2161

種類 支給対象者
対象の子ども
・ 支給期間

手当（月額）令和８年４月分から 備考

児童手当

町内に住所があり、
児童を養育している
父母その他の保護者
※所得制限なし

養育する児童が
高校卒業（１８歳
到達後最初の３月
３１日） まで

３歳未満（第１子・第２子） １５，０００円 ３子以降の算定対象（１８
歳～２２歳到達後最初の
年度末までの子） には
大学生年代を含みます。
現在児童手当を受給中
で、 新たに大学生年代
となる子を含めて３人以
上の児童を養育してい
る場合届出が必要です。

３歳未満（第３子以降） 3０，０００円

３歳～高校生（第１子・第２子） １０，０００円

３歳～高校生（第３子以降） 30,000円

児童

扶養手当

父母の離婚や死亡な
どで、 父または母と
生計を同じくしてい
ない子どもが育成さ
れる家庭 （ひとり親
家庭等）
※所得制限あり

養育する児童が
１８歳到達後最初
の３月３１日まで
（法令で定める障
がいの状態にあ
る場合は２０歳に
なるまで）

児童１人のとき 最大４８，０５０円

児童２人のとき 最大５９，４００円
児童１人のときの額に
１１，３５０円を加算

児童３人のとき 最大７０，７５０円
児童２人のときの額に
１１，３５０円を加算

特別児童

扶養手当

対象の子どもを監護
している父母等 （子
どもが施設入所や障
害年金を受給してい
る場合を除く）
※所得制限あり

２０歳未満で精神
または身体に障
がいのある子ど
も

１級 58,450円
手当額は子どもの
障がいの状況により
決定２級 38,930円

３月１日～７日は春季全国火災予防運動
「急ぐ日も　足止め火を止め　準備よし」

（２０２６年度　全国統一防火標語）

　冬場だけでなく、 春先にも火災が多く発生しています。 火災による被害を減らすためには、 一人ひとりが普通

　の生活の中で、 防火に対する意識を高め、 火災予防の対策を行うことが何よりも大切。

　大切な命や家族を守るため、 今一度、 火の使い方を見直してみましょう。
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犬や猫に関すること『和歌山南広域消防指令センター』 令和８年４月１日から運用開始

問い合わせ　生活環境課　☎72-3605

・ 飼い犬のフンなどの後始末はきちんとできていますか？

　 放置された場所が自宅の前や敷地内だとしたら、 どう感じますか？ペットのフンの後始末は飼い主の責務です。

　 散歩には、 ビニール袋等、 フンの後始末ができるものを持って出かけましょう。 周囲の人が気持ちよく暮らすた

めに、 飼い主としてのマナーを守りましょう。

・ 野良猫への餌やりはやめましょう。

   生殖することができない猫以外の野良猫への餌やりは、 和歌山県動物愛護及び

管理に関する条例で禁止されています。

   可哀想だからという気持ちで不妊去勢措置をされていない野良猫に餌をあげ続けると、

猫が住みつき過剰に繁殖し、 身寄りのない野良猫が増え、 周辺住民に迷惑をかけたり、

病気や交通事故などで命を落とす可哀想な猫を増やすことに繋がります。

　 餌を与えるのであれば、繁殖制限の措置 （手術済の野良猫は目印として耳の一部がカットされています） をとり、

周囲に迷惑をかけないよう責任を持って適切に飼養し、 不幸な野良猫を増やさないようにしましょう。

　 「日高広域消防事務組合」 （美浜町、 日高町、 由良町、 印南町、 みなべ町、 日高川町で構成） は、 田辺市と

上富田町を管轄する 「田辺市消防本部」、 白浜町とすさみ町を管轄する 「白浜町消防本部」、 串本町と古座川町

を管轄する 「串本町消防本部」 との４消防本部による

消防指令共同運用を令和８年２月３日からの仮運用期間

を経て、 令和８年４月１日から本格運用を開始します。

　 ４消防本部が管轄する約１７万人からの１１９番通報を

一括で受け付け、 情報の一括管理と指揮命令系統の統

一により、隣接する地域の災害にも迅速に連携した対応、

大規模災害時における１１９番通報集中時の受信 ・ 処理

能力の向上などが期待されます。

　 なお、 共同運用による消防署の位置や管轄区域が変

わることはありません。 これまでどおり各市町のそれぞ

れの消防署から出動します。

　 和歌山南広域消防指令センターでは、 火災や交通事故等の災害現場や、 救急車が必要な方の状況を把握する

ため、 １１９番映像通報システムを導入しました。

　 １１９番映像通報システムとは、 従来の音声のみの１１９番通報だけでなく、 通報者のスマートフォンを活用して災

害現場などの映像情報を加えることで、 言葉では伝えることが難しかった詳細な現場の状況をリアルタイムに指令

センターで確認できるシステムです。 映像により正確な現場の位置や状況を把握することで、 迅速な消防 ・ 救急

活動に繋げることができます。

　 また、 災害案内テレフォンサービスを新たに開設し、 地域で起こっている火災などの情報が自動音声で聞くこと

ができるようになります。

住民の皆さまへご協力のお願い

　 １１９番通報の際、指令センター員が必要と判断すれば、救急や火災などの現場状況を映像通報システムで送っ

ていただくようお願いする場合がございますので、ご協力をお願いします。 通報者のスマートフォンにショートメッ

セージを送信しますので、 通報者は受信したショートメッセージに添付されているＵＲＬをタップし利用を開始し

てください。

※スマートフォンの設定や通信環境によっては利用できない場合があります。

※映像送信にかかる通信料は、 通報者のご負担となりますので予めご了承ください。

緊急通報ＦＡＸ （ＦＡＸ 119） 通報番号変更のお知らせ

　 音声による１１９番通報が困難な場合に利用できる通報システム（ＦＡＸ１１９）のＦＡＸ番号が変更となっています。

　 従前のＦＡＸ番号では不通となりますのでご注意ください。

※新ＦＡＸ番号 ： ０７３９－２６－１３７７

『１１９番映像通報システム』 も運用を開始し、

『災害案内テレフォンサービス』 が開設されます。

苦情や相談が多く寄せられています

　町では、 飼い犬及び飼い猫、 飼い主のいない猫への不妊去勢手術に対して補助を行っています。 詳細は町ホー

ムページをご覧いただくか、 生活環境課までお問い合わせください。

不妊去勢手術補助金について

町内出身の学生等に対し、 学費等の支援のため、 給付型 （返済不要） の奨学金を交付しています。

対 象 者　町内に居住する者または居住する者の子弟

　　　　　　　 であること、 経済的理由で学資金の支弁が

　　　　　　　 困難であるなど　※その他、所得等要件あり

給付金額　年間２０万円 （正規の最短修業年を限度）

申込期間　令和８年６月１日～６月３０日

問い合わせ　日高広域消防事務組合消防本部　☎ 0738-63-1119

　　　　　　　　 ホームページ https://hidakafire.or.jp

　　　　　　　　 災害案内テレフォンサービス　☎ 050-5830-6828

募集人員　３名程度

選考方法　選考委員会で審査し決定します

申込方法　申込期間の開始前 （５月頃） に広報紙等で

               お知らせします

問い合わせ　教育学習課　☎ 74-2191

ふ る さ と 応 援 奨 学 金 （ 給 付 型 ） の お 知 ら せ

令 和 ８ 年 ４ 月 よ り 、 督 促 手 数 料 を 廃 止 し ま す

　 みなべ町税条例等の改正により、 令和８年４月１日以後に納期限が到来する町税等に係る督促状の督促手数料

（１００円） を廃止します。

　 ただし、 令和８年３月３１日以前に納期限が到来した町税等で督促状が発送されたものについては、 これまで通

り督促手数料の納付が必要です。

　 なお、 法令に基づき、 督促状の発送は引き続き行われ、 納期限を過ぎると延滞金をあわせて納付いただくこと

になりますので、 引き続き納期内納付にご協力をお願いします。

督促手数料を廃止する主な町税等 お問い合わせ先

町税（町民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税　など） 税務課（☎７２－２１６２）

後期高齢者医療保険料 住民福祉課（☎７２－２１６１）

介護保険料 健康長寿課（☎３３－７２３４）

その他の料金等 各所管課
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支給総額 支給対象職員 平均支給年額

14,273千円 96人 149千円

◯時間外勤務手当 （令和６年度決算）

扶養

手当

配偶者 3,000円

扶養親族
子（1人につき） 11,500円

父母等 ６，５００円

【加算】未就労の子（16～22

歳）１人につき
５，０００円

住居

手当

借家・借間で月額１６，０００円を超える家賃

を支払っている職員に対し、月額２８，０００

円を限度に支給

通勤

手当

交通機関

利用者
運賃等相当額を支給

車などの

利用者

通勤距離に応じて２，０００円

～48,400円の範囲で支給

※片道2km以上の場合のみ

管理職

手当

参 事 ： 40,000円　 課長 ： ３８，０００円

副 課 長 ： ３４，０００円　 主幹 ： ２５，０００円

◯その他手当 （令和７年４月１日現在）

職名
給与または

報酬月額

期末手当

６月 １２月 計

町 長   ７２万円

1.250

月分

1.2７５

月分

2.525

月分

副 町 長 ５９万円

教 育 長 ５３万円

議 長 31万円

副 議 長 25万円

議 員 23万円

＊加算措置の状況 （役職加算）

　 町長・副町長・教育長：４１％　 議長・副議長・議員 ： １０％

◯特別職の給料 ・ 報酬 （令和７年４月１日現在）

退
職
手
当
の
基
本
額

勤続

年数

支給額

自己都合 勧奨・定年

２０年 19.6695月分 24.586875月分

２５年 28.0395月分 33.27075月分

３０年 34.7355月分 40.80375月分

３５年 39.7575月分 47.709月分

最高

限度額

（４５年）

47.709月分 47.709月分

その他の

加算措置

定年前早期退職特例措置

（２～２０％加算）

退職手当の

調整額

在級した職務の級に応じた定額の

６０月分

＊退職手当 ： 退職手当の基本額 （退職時の給料額×支給率）

　 に、 退職手当の調整額を加えた額

◯退職手当 （令和７年４月１日現在）

支給月 期末手当 勤勉手当

６月 1.250月分 1.050月分

１２月 1.275月分 1.075月分

計 2.525月分 2.125月分

＊加算措置の状況 ： 役職加算５％または１０％

◯期末 ・ 勤勉手当 （令和７年度）

町 職 員 の給 与 な ど 　 　 　 　 　 　 をお 知 ら せ し ま す 　

職員数の状況

給与の状況

　　　　　　　　区分

部門

職員数 R6～R7年

の増減

R2～R7年

の増減R２年 R３年 R４年 R５年 R６年 R７年

一　般　行　政 96 93 98 99 107 115 8 19

特別行政 教 育 23 24 21 21 18 16 -2 -7

公営企業

など会計

水 道 6 6 6 6 6 6 0 0

下 水 道 5 5 5 5 4 4 0 - １

そ の 他 9 9 9 8 8 7 - １ -2

小 　 計 20 20 20 19 18 17 - １ -3

合　　　　　　 計 139 137 139 139 143 148 5 9

●部門別職員数 （各年４月１日現在）

＊ 「その他」 は、 国民健康保険事業、 介護保険事業、 後期高齢者医療事業に携わる職員

職員数
A

給与費 1人あたり
給与費
B/A給料 職員手当 期末・勤勉手当

計
B

人

143

千円

509,887

千円

86,516

千円

214,568

千円

810,971

千円

5,671

＊給料：本俸のみの額

＊給与：給料＋職員手当（扶養手当など）

　　　　　 ＋期末 ・ 勤勉手当

◯職員給与費 （令和６年度全会計決算）

住民基本
台帳人口

（R7.3.31 現在）

歳出額
A

人件費
B

人件費率
B/A

(参考）

令 和 ５ 年 度
の人件費率

人

11,429

千円

9,062,237

千円

1,370,563

％

15.1

％

13.8

＊町長や議員などの特別職、 会計年度

   任用職員の給与なども含む。

＊３つの特別会計 （国民健康保険 ・ 後

   期高齢者医療 ・ 介護保険） と水道事

   業会計と下水道事業会計から支出さ

   れる人件費は含まれない。

◯人件費 （令和６年度普通会計決算）

一般行政職

平均給料月額 平均年齢

312,200円 41.3歳

＊平均給料月額 ： 基本給の平均

◯平均給料月額 （令和６年度決算）

区分 初任給

一般行政職
大学卒 232,000円

高校卒 200,300円

◯初任給 （令和７年４月１日現在）

●職員の級別内訳 （令和７年４月１日現在）

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 計

職名 主事補 主事
主任
係長

課長補佐
主幹

副課長
課長 参事

職員数 26人 23人 38人 9人 34人 15人 3人 148人

構成比 17.6％ 15.5％ 25.7％ 6.1％ 23.0％ 10.1％ 2.0％ 100％

　 令和７年４月１日現在のみなべ町職員の給与などについて、 次のとおり公表します。

 　給与など金額は、 すべて税金や各種共済保険料等を差し引く前の額でいわゆる手取額ではありません。

※ R6. １１から、 ７２万円から２割削減しています。

※



9 8広報みなべ 2026.3 広報みなべ 2026.3

町
県
民
税
・
軽
自
動
車
税
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

☎
72
‐
２
１
６
２

所
得
税
等
の
国
税
に
関
す
る
こ
と
・

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

御
坊
税
務
署

　

☎
０
７
３
８
‐
２
２
‐
０
６
９
５

　

国
税
相
談
専
門
ダ
イ
ヤ
ル

　

（
全
国
一
律
料
金
）

　

☎
０
５
７
０
‐
０
０
‐
５
９
０
１

　

平
日
８
時
30
～
17
時

　

令
和
８
年
第
１
回
町
議
会
定
例
会

（
３
月
議
会
）
は
、
３
月
５
日
（
木
）

開
会
予
定
で
す
。

　

３
月
議
会
で
は
、
町
長
が
令
和
８

年
度
の
主
要
な
施
策
や
予
算
案
に
つ

い
て
述
べ
る
「
施
政
方
針
」
や
各
会

計
の
当
初
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
町
が
行
う
事
業
に
つ
い
て

議
員
が
質
問
す
る
「
一
般
質
問
」
も

行
わ
れ
ま
す
の
で
、
傍
聴
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
議
会
は
、
Ｙユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
も

視
聴
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

議
会
事
務
局　

☎
72-

１
３
３
４

　

森
林
の
土
地
の
所
有
者
や
林
地
の

境
界
に
関
す
る
情
報
な
ど
を
ま
と
め

た
「
林
地
台
帳
」
は
、
施
業
集
約
化

や
適
切
な
森
林
整
備
に
活
用
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

閲
覧
方
法　

窓
口
で
申
請
す
る
こ
と

で
、
誰
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
（
個
人

情
報
を
除
く
）。

情
報
提
供　

森
林
の
土
地
所
有
者
な

ど
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
方
は
、

個
人
情
報
を
含
む
情
報
提
供
を
申
し

出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

閲
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ　

　

産
業
課　

☎
72-

１
３
３
７

　

農
業
用
ハ
ウ
ス
の
台
風
や
豪
雨
へ

の
備
え
は
出
来
て
い
ま
す
か
。

　

園
芸
施
設
共
済
は
、
共
済
掛
金
の

半
分
を
国
が
負
担
す
る
制
度
で
、
自

然
災
害
の
他
、
火
災
な
ど
幅
広
い
事

故
を
補
償
し
ま
す
。
補
償
対
象
を
限

定
し
た
掛
金
の
安
い
メ
ニ
ュ
ー
や
割

引
措
置
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
施
設
内
で
栽
培
す
る
農
作
物

を
補
償
す
る
収
入
保
険
と
の
セ
ッ
ト

加
入
で
手
厚
く
補
償
さ
れ
ま
す
。
収

入
保
険
は
品
目
を
問
い
ま
せ
ん
。

　

青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
家
が

対
象
で
、
平
均
収
入
の
８
割
以
上
の

収
入
が
確
保
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
和
歌
山　

南
部
支
所

　

☎
０
７
３
９
‐
22
‐
０
８
３
３

　

地
元
学
生
限
定
で
受
験
シ
ー
ズ
ン

や
春
休
み
期
間
に
無
料
開
放
を
行
い

ま
す
。

開
放
期
間　

令
和
８
年
２
月
21
日

　
　
　
　
　
　
　
　

～
４
月
５
日

開
放
時
間　

９
時
～
18
時
30
分

利
用
対
象　

町
内
在
住
も
し
く
は
町

　

内
の
学
校
に
通
う
学
生

利
用
料
金　

無
料
（
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
に
限
る
）

利
用
方
法　

フ
ロ
ン
ト
カ
ウ
ン
タ
ー

　

に
て
受
付
・
学
生
証
提
示

※
貸
し
切
り
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

宿
泊
利
用
者
も
通
常
通
り
利
用
し

　

ま
す
。

※
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
内
は
食

　

べ
物
持
ち
込
み
不
可
と
な
り
ま
す
。

※
利
用
状
況
に
よ
り
利
用
者
数
を
制

　

限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

国
民
宿
舎
紀
州
路
み
な
べ

　

☎
72-

３
９
３
９

林
地
台
帳
の
運
用
に
つ
い
て

園
芸
施
設
共
済
と
収
入
保
険

の
セ
ッ
ト
加
入
で
農
業
経
営

の
安
定
を

国
民
宿
舎
紀
州
路
み
な
べ 

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を 

無
料
開
放
し
ま
す

Information くらしの情報

議　

会

３
月
議
会

３
月
５
日
開
会
予
定

　

令
和
７
年
分
の
所
得
に
関
す
る
申

告
は
、
３
月
16
日（
月
）ま
で
で
す
。

町
県
民
税
の
申
告

　

令
和
８
年
１
月
１
日
現
在
、
み
な

べ
町
に
お
住
ま
い
で
、
令
和
７
年
中

に
所
得
の
あ
っ
た
方
は
、
町
県
民
税

の
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は
町

県
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

◆
申
告
が
不
要
な
方

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
提
出
し
た
方

・
給
与
所
得
の
み
で
、
勤
務
先
で
年

　

末
調
整
を
行
い
、
勤
務
先
か
ら
み

　

な
べ
町
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提

　

出
さ
れ
て
い
る
方
。

・
年
金
所
得
の
み
で
、
公
的
年
金
等

　

源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る

　

以
外
の
控
除
を
受
け
な
い
方

◆
申
告
が
必
要
な
方

　

右
記
の
不
要
な
場
合
に
該
当
し
な

　

い
方

※
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

　

療
保
険
、
介
護
保
険
に
加
入
さ
れ

　

て
い
る
方
は
、
所
得
が
な
い
場
合

　

で
も
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
告
書
の
様
式
や
、
提
出
方
法
、

そ
の
他
必
要
書
類
に
つ
い
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告

【
ス
マ
ホ
で
の
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
申
告
】

◆
申
告
に
必
要
な
も
の

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
パ
ス
ワ
ー

　

ド
２
種
類
（
利
用
者
証
明
用
電
子

　

証
明
書
（
数
字
４
桁
）
・
署
名
用

　

電
子
証
明
書
（
英
数
字
６
～
16
文

　

字
））

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
読
取
対
応

　

の
ス
マ
ホ

【
税
務
署
で
の
申
告
】

受
付
期
間　

３
月
16
日
ま
で

受
付
時
間　

８
時
30
分
～
16
時

※
確
定
申
告
会
場
へ
の
入
場
に
は
入

場
整
理
券
が
必
要
で
す
。
整
理
券
は
、

国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

か
ら
事
前
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
が
可
能

で
す
。

　

令
和
８
年
度
軽
自
動
車
税
は
、
次

の
要
件
に
該
当
す
る
方
が
所
有
し
て

使
用
す
る
場
合
、
申
請
に
よ
り
、
減

免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
生
活
保
護
法
に
よ
り
生
活
扶
助
を

　

受
け
て
い
る
方

・
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方

※
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
戦
傷

病
者
手
帳
の
い
ず
れ
か
を
所
有
す
る
方

申
請
期
間　

４
月
１
日
～
５
月
25
日

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

※
５
月
25
日
を
過
ぎ
た
場
合
の
減
免

申
請
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
の
右
端

は
、
納
税
後
、
車
検
用
の
納
税
証
明

納
税
後
、
車
検
用
の
納
税
証
明

書
と
し
て
必
要

書
と
し
て
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
６
年
１
月
か
ら
軽
自
動
車

（
検
査
対
象
自
動
車
）
の
自
動
車
検

査
証
（
車
検
証
）
が
電
子
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の
車
検
証
よ

り
も
サ
イ
ズ
が
小
さ
く
な
り
、
自
動

車
検
査
証
の
①
所
有
者
の
氏
名
・
住

所
、
②
使
用
者
の
住
所
、
③
使
用
の

本
拠
の
位
置
、
④
有
効
期
限
等
は
Ｉ

Ｃ
タ
グ
に
記
録
さ
れ
、
車
検
証
の
券

面
に
は
記
載
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
に
よ
り

電
子
車
検
証
を
持
参
す
る
場
合
は
、

電
子
車
検
証
と
同
時
に
交
付
さ
れ
る

副
本
「
自
動
車
検
査
証
記
録
事
項
」

を
併
せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

確定申告書等
作成コーナー

国税庁 LINE

公式アカウント

税　

金

町
県
民
税
の
申
告
と 

所
得
税
の
確
定
申
告
は

３
月
16
日
ま
で

軽
自
動
車
税
の

減
免
申
請
期
間
の
お
知
ら
せ

軽
自
動
車
の
自
動
車
検
査
証

(

車
検
証)

の
電
子
化
に
つ
い
て

車
検
の
際
は
軽
自
動
車
税
納

税
通
知
書
の
納
税
証
明
書
の

ご
利
用
を

お
知
ら
せ
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町
で
は
、「
社
会
を
美
し
く
・
明

る
く
・
住
み
よ
く
す
る
」、「
花
を
通

じ
て
人
々
の
気
持
ち
を
よ
り
豊
か
に

す
る
」、「
花
を
植
え
る
こ
と
で
町
の

景
観
を
よ
く
す
る
」
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

毎
年
２
回
（
５
月
と
11
月
頃
）
に
、

町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に
花

苗
を
無
料
配
布
し
、
植
樹
帯
な
ど
に

花
を
植
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

要
望
は
、配
布
の
１
か
月
前
頃（
４

月
と
10
月
頃
）
に
受
付
し
ま
す
。
例

年
参
加
さ
れ
て
い
る
団
体
に
は
、
建

設
課
か
ら
ご
連
絡
し
ま
す
が
、
新
た

に
申
請
さ
れ
た
い
団
体
の
方
は
、
あ

ら
か
じ
め
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
、
み
な
べ

町
を
た
く
さ
ん
の
花
で
彩
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

☎
33-

９
３
７
０

　

技
能
検
定
と
は
、
働
く
上
で
身
に

付
け
る
、
ま
た
は
必
要
と
さ
れ
る
技

能
の
習
得
レ
ベ
ル
を
評
価
す
る
国
家

検
定
制
度
で
、
試
験
に
合
格
す
る
と

合
格
証
書
が
交
付
さ
れ
、
「
技
能
士
」

と
称
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

検
定
職
種　

　

造
園
、
機
械
加
工
、
と
び
、
フ
ラ

ワ
ー
装
飾
な
ど

等
級
及
び
受
検
資
格

　

１
級
か
ら
３
級
ま
で
区
分
さ
れ
て

お
り
、
等
級
に
よ
り
一
定
の
実
務
経

験
が
必
要

受
検
手
数
料

　

学
科
試
験　

３
，
１
０
０
円　
　

　

実
技
試
験　

１
８
，
２
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
上
限
）

試
験
日
時
・
会
場　

受
検
票
で
通
知

受
付
期
間
や
申
請
方
法
等
の
詳
細

は
、
３
月
上
旬
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
さ
れ
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

和
歌
山
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

☎
０
７
３
‐
４
２
５
‐
４
５
５
５

　
　

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
田
辺
で
は
、
地
域

住
民
の
大
切
な
移
動
手
段
の
存
続
・

確
保
の
た
め
に
運
転
士
を
は
じ
め
と

す
る
各
求
人
を
募
集
し
て
い
る
地
元

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
会
社
７
社
に
よ
る

合
同
会
社
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

面
接
で
は
な
く
採
用
担
当
者
と
気
軽

に
お
話
で
き
ま
す
の
で
、
バ
ス
・
タ

ク
シ
ー
業
界
に
興
味
・
関
心
の
あ
る

方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日
時　

令
和
８
年
３
月
４
日
（
水
）

　
　
　

※
予
約
不
要

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　
　
　

（
受
付
は
11
時
ま
で
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
　
　

（
受
付
は
３
時
ま
で
）

場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
田
辺

　
　
　

（
田
辺
市
朝
日
ヶ
丘
24- 

６
）

対
象　

一
般
求
職
者

問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
田
辺

　

☎
０
７
３
９
‐
22
‐
２
６
２
６

　

令
和
８
年
度
学
校
給
食
用
食
材
等

物
資
（
青
果
、
食
肉
、
魚
、
乾
物
、

調
味
料
、
冷
凍
食
品
等
）
納
入
登
録

業
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

　

３
月
２
日（
月
）～
３
月
31
日（
火
）　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分　

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

応
募
資
格　

み
な
べ
町
物
品
製
造
等

　

競
争
参
加
資
格
審
査
申
請
書
を
提　

  

出
済
み
で
あ
る
こ
と
（
町
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
参
照
）

提
出
書
類　

学
校
給
食
用
物
資
納
入

　
　
　
　
　

業
者
登
録
申
請
書

登
録
期
間　

令
和
８
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　

令
和
９
年
３
月
31
日

提
出
先　

〒
６
４
５
‐
０
０
２
６

　

み
な
べ
町
谷
口
３
０
１
番
地
４

　

み
な
べ
町
教
育
委
員
会
教
育
学
習
課

※
郵
送
の
場
合
、
３
月
31
日(

火)

必
着

問
い
合
わ
せ

　

給
食
セ
ン
タ
ー 

☎
74-

２
４
３
７

海
上
保
安
学
校
学
生
試
験
（
特
別
）　

受
付
期
間　

３
月
23
日（
月
）ま
で

申
込
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

１
次
試
験　

５
月
10
日（
日
）

試
験
会
場　

和
歌
山
市
等

受
験
資
格　

令
和
７
年
４
月
１
日
に

　

お
い
て
高
等
学
校
等
を
卒
業
し
て

　

13
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方
な
ど

採
用
後　

令
和
８
年
10
月
に
海
上
保

　

安
学
校
（
京
都
府
舞
鶴
市
）
に
入

　

学
し
、
１
年
間
の
教
育
を
経
て
、

　

現
場
配
属
。
今
回
は
航
空
、管
制
、

　

海
洋
科
学
課
程
の
採
用
は
あ
り
ま

　

せ
ん
。

海
上
保
安
官
採
用
試
験　
　
　
　
　
　

受
付
期
間　

３
月
23
日（
月
）ま
で

申
込
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

１
次
試
験　

５
月
24
日（
日
）

試
験
会
場　

和
歌
山
市
等

受
験
資
格

①
平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

　

の
者
で
、
大
学
を
卒
業
し
た
者

②
令
和
９
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

　

業
す
る
見
込
み
の
者　

採
用
後　

令
和
９
年
４
月
に
海
上
保

　

安
大
学
校
（
広
島
県
呉
市
）
に
入

　

学
し
、
２
年
９
ヶ
月
の
教
育
を
経

　

て
、
幹
部
職
員
と
し
て
現
場
配
属

　

く
わ
し
く
は
、
海
上
保
安
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

田
辺
海
上
保
安
部
管
理
課

　

☎
０
７
３
９
‐
22
‐
２
０
０
２　

　

宮
内
庁
か
ら
令
和
９
年
歌
会
始
の

お
題
及
び
詠
進
歌
の
詠
進
要
領
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

お
題
「
旅
」

（
注
）
お
題
は
「
旅た

び

」
で
す
が
歌
に

詠
む
場
合
は
「
旅
」
の
文
字
が
詠
み

込
ま
れ
て
い
れ
ば
よ
く
、
「
旅
路
」
、

「
旅
籠
」、「
旅
愁
」
の
よ
う
な
熟
語

に
し
て
も
、差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

　

く
わ
し
く
は
、
宮
内
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」に
つ
い
て

令
和
８
年
度

前
期
技
能
検
定
の
ご
案
内

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
業
界
合
同
会
社

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

宮
内
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
８
年
度
学
校
給
食
用
食
材
等

物
資
納
入　

登
録
業
者
を
募
集

募　

集

↑海上保安庁

　HPはこちら

海
上
保
安
官
募
集

～
あ
な
た
も
日
本
の
海
を

ま
も
り
ま
せ
ん
か
～

Information くらしの情報

祭 礼 用 具 を 整 備 ～ 宝 く じ コ ミ ュ ニ テ ィ 助 成 事 業 ～

　 毎年、 宝くじの受託事業収入を財源に、 地域社会の発展等のための

社会貢献広報事業として、 コミュニティ活動に必要な備品や地域文化へ

の支援に対して助成する、 宝くじコミュニティ助成事業を行っています。

　令和７年度は、 徳蔵区が祭礼用具 （幟
のぼり

、 太鼓、 獅子舞など） を新調

しました。

　徳蔵区では、 整備した祭礼用具を活用することで、 伝統文化を後世

に伝えるとともに、 地域のつながりをより一層深めていきます。

幟 太鼓 獅子舞
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３月３日（火）
11：00～13：００　株式会社梅一番井口様前

1４：３０～16：30　ふれ愛センター

※献血の際、献血カードまたは

　 本人確認書類（運転免許証など）を

　 お持ちください。

対　象　町内在住の６５歳以上の方

会　場　クアハウス白浜 （白浜町３１０２番地）

　　　  　（会場へは、 ふれ愛センターからバスで送迎）

期　間　令和８年４月～６月

　　　  　週１回　毎週金曜日 （全１１回）

利用料　新規利用者は無料 （再利用者は５００円）

申込締切　３月１９日 （木） まで

　　　　　　　※定員 （２４名） になり次第終了

申込先　みなべ町地域包括支援センター

　　　　　 ☎ 74-8065 へ必ず申込みが必要です必ず申込みが必要です

〇電話相談 「はあとライン」　 

   ☎ 0570-064-556　２４時間 （３６５日対応）

みんなで支えるいのちの“和”
～３月は自殺対策強化月間～

みなべ・おたっしゃ倶楽部

室内プールでリフレッシュ

ひきこもり相談の専門スタッフひなたの森 （NPO

法人ハートツリー） がご本人やご家族の方からの

相談をお受けします。 秘密は厳守します。

日　 時　３月１３日（金）　1３：３０～1６：０0　

場　 所  ふれ愛センター
問い合わせ （予約優先）

　 ふれ愛センター　☎ 74-3337

　 ひなたの森　      ☎ 33-7850　

日　 時　６日・１３日・２７日の金曜日

　１８:００～21:00　トレーニングマシン利用可能

　１９:００～１９:２０　ストレッチポール１回目（先着15名）

　１９:３０～１９：５０　ストレッチポール２回目（先着15名）

　２０:００～２１:００　リズム体操

対　 象　町内在住または在勤の１８歳以上の方（高校生を除く）

場　 所　はあと館（社会福祉センター） ２階

持ち物　室内用運動靴、 飲み物など

  ※１８歳未満の方は保護者同伴でも利用不可

　※利用者以外の入室はご遠慮ください

　※健康運動指導士の指導を受けたい方は、

 　　１９時までにお越しください。

　※当日、 午後３時時点でみなべ町において警報

　 　が発令中の場合、 教室は中止します。

健 康 長 寿 課
TEL　74-3337
FAX　74-8013

３月のトレーニング教室

ひきこもり相談 献血にご協力をお願いします
南部ライオンズクラブ ・ 町主催

ふれ愛センターだよりふれ愛センターだより

子 育 て 推 進 課
TEL　３３-７５５０
FAX　74-8013

ふれ愛センター

各種お知らせ
対　象 日　時

乳幼児健診
※受付時間は問診票を

ご覧ください

４ ・ 10 か月児健診 （令和７年５月・１１月生まれ） ３月１８日 （水）

２歳６か月児歯科健診 （令和５年６月・７月・８月・９月生まれ） ３月５日 （木）

３歳６か月児健診 （令和４年８月・９月生まれ） ３月１１日 （水）

マタニティー＆

ベビーサロン

妊婦さんや小さなお子さんの保護者

◇妊婦さんやお母さんの仲間づくりの場です

３月１３日 （金）

10：00～11：30

離乳食教室
※参加申込が必要

令和７年８月 ・ ９月生まれのお子さんと保護者
３月１２日 （木）

10：00～11：30

　 こども家庭センター Tetote は、 妊婦や子育て中の皆さんの相談窓口です。

　 妊娠、 育児に関する相談はお気軽にどうぞ。

☆「しかる」「褒める」のバランスは？☆「しかる」「褒める」のバランスは？

　 してはいけないこと （お友達をいじめる、 たたく、 傷つけるなど） は小さな頃から、

言葉で教えてあげましょう。

 　避けたいのは 「できないこと」 をしかること、 責めること。 靴がうまくはけない、 返

事が言えないなど、 年齢から、

 　言ってもできないことがたくさんあります。

   勧めたいのは褒めることと、 認めること。 「できたね」、 「よくやったね」 と喜びを分

かち合い、 認めてあげましょう。

Tetote～てとて～ 通信

町内の

各こども園 ・ 保育所

園庭開放
（こども園・保育所利用者以外の方もご利用いただけます）

おひさま広場（開放保育）
※参加を希望される方は事前に各園へお申込みください

みなべ愛之園こども園

☎ 72-2371

３月１８日 （水） 9:３０～10:30
「ホールで体育遊び・自由あそび」

上南部こども園

☎ 74-3022

３月１日（日）　8:30～11:30
・ 園庭と多目的グラウンドを開放

３月１０日 （火）　10:00～11:00
「自由あそび」 ※ほっこりルームでもあそべます。

高城こども園

☎ 75-2044

土曜日・日曜日・祝日　8:30～1７:０0
・ 入口に掲示している注意事項を守って利用し
てください

３月２日 （月） ・ ２３日 （月） 10:00～11:00
「自由あそび」 ※雨天は室内遊び

清川保育所

☎ 75-2044

土曜日・日曜日・祝日　8:30～1７:０0
・ 入口に掲示している注意事項を守って利用し
てください

　 ふれ愛センターでは、毎日午前中（土曜・日曜・祝日

等を除く）、ボランティアによる喫茶を運営しています。

　 月１～２回ほど（２時間程度）コーヒーを入れたり、

みんなとお話をしたりしてくれる方を募集していま

す （年齢は問いません）。 人とのふれあいの大好

きな方、 ぜひご協力ください。

喫茶時間　９ ： ００～１１ ： ００

『ふれ愛喫茶』 ボランティア募集
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３月のテーマ展示

１階

２階

「ココロ ・ リフレッシュ」

「春色」

　 環境の変化で、 ストレスを受けやすい

この季節。 心も体もほぐれる本や、 映画、

音楽などをご用意しました。 健康長寿課と

コラボでお届けします。

　 外は、 お出かけしたくなるポカポカ陽気。

色とりどりの花もいっぱいで気分も明るくな

りますね。 図書館でも、 春の景色のような

カラフルな本を集めました。

上南部分館 おはなしの会

３月１１日（水）午後３時３０分から

そのほかにこちらも

今月のオススメ
今月のオススメ

『弱視者生活いろはにほへと　川柳で楽しくわかる！』
日本弱視者ネットワーク　編著 （読書工房）

小
学
生
の
た
め
の
は
じ
め
て
の
「ジ
ャ
ズ
」

　

L
o

w
la

n
d

　

J
a
z
z

　

監
修

（メ
イ
ツ
出
版
）

物
語
の
あ
る
和
菓
子
図
鑑

ペ
ズ
ル　

著

（三
才
ブ
ッ
ク
ス
）

そ
ら
の
さ
ん
ぽ

石
津
ち
ひ
ろ　

詩
／
荒
井
良
二　

絵

（岩
波
書
店
）

　弱視者は、 見えにくさが外見に現れづらいため、 その困

難を周囲に理解してもらうことが難しいそうです。 この本

では弱視者の見え方や日常での不便さを、 個性的な６人

のキャラクターのつぶやきとして川柳で紹介しています。 弱

視への理解を深められる１冊です。

２日（月）

３日（火）

　７日（土）

９日（月）

１２日（木）

１４日（土）

１６日（月）

１７日（火）

２１日（土）

２３日（月）

２６日（木）

２８日（土）

３０日（月）

３１日（火）

休館

おすすめの本の帯とポッ

プ展（～８日）

おはなし会（10:30～）

休館

ちいさいひと（0～3歳）の

おはなし会（10:30～）

おはなし会（10:30～）

休館

梅の里カメラクラブ写真

展（～２８日）

おはなし会（10:30～）

休館

ちいさいひと（0～3歳）の

おはなし会（10:30～）

おはなし会（10:30～）

休館

休館 （館内整理日）

ゆめよみ館は祝日も開館しています

ゆめよみ館 
３月のカレンダー

こんな本、いかが？

　 古くなるなどの理由で除籍した雑誌をリサイクル資料と

して提供します。ご自由にお持ち帰りください。

期　間　３月２３日（月）～４月１１日（土）

場　所　生涯学習センター　1階ロビー

※お１人２０冊まで。 （なくなり次第終了）

上南部分館　雑誌のリサイクルフェア

　 清川小学校全校児童が作った帯とポップをご覧ください。

期　間　３月３日（火）～８日（日）

場　所　ゆめよみ館　１階展示コーナー

おすすめの本の帯とポップ展

　 四季折々の風景を切り取った、素敵な写真を展示します。

期　間　３月１７日（火）～２８日（土）

場　所　ゆめよみ館　１階展示コーナー

※最終日は、午後4時までです。

梅の里カメラクラブ写真展

紀南６校　ＰＯＰと本の展示

　 若いセンスが光る作品が４３点並びました。

人 の う ご き

１月末現在 （前月比）

男 ５，３７６人 （-７人）

女 ５，９３３人 （-１０人）

人口 １１, ３０９人 （-１７人）

世帯数 ４,８３５世帯 （-２世帯）

１月中の異動
出生
死亡
転入
転出

高齢化割合 
（６５歳以上）35.1％

６人
１５人
１９人
２７人

各 種 相 談

マイナンバー
カードの交付等
に係る休日開庁 
（事前予約制）

日時 ３月８日（日）

9:00～1２:00

場所 住民福祉課

　　　 ☎ 72-2161

内容 カードの申請

　　 　受付、 交付、

　　　 更新など 

※必ずお電話で事前予 

　 約をお願いします

※予約がない日は開庁 

　 しません

夜間 （土曜日） ・
小児救急診療所

日時 毎週土曜日

１８:00～２１:３０

場所 田辺市民総合センター 

　　   ☎ 26-4909

延長窓口 
（事前予約制）

日時 毎週木曜日

１７:１５～１９:00

場所 住民福祉課

　　　 ☎ 72-2161

交付できる証明書 

・ 住民票の写し

・ 印鑑登録証明書

・ マイナンバーカー 

　ドの交付　など
※必ずお電話で事前予 

　 約をお願いします

相談種類
内容

連絡 ・ 予約先
相談日 時間 場所

人権 ・ 行政 

登記 【要予約】

相談

人権侵害や行政手続きに関する相談

▶登記相談事前予約制／申込みは３/1１（水）まで 総務課 

☎ 72-2051
３/１３(金) 13:30～15:30 生涯学習センター

消費生活 

相談

相談員による商品やサービスの契約に関するトラブルなどの相談
産業課 

☎ 72-1337

消費者ホットライン

☎１８８
３/5（木） 13:00～15:00 役場

農業資金 

相談

【要予約】

（株） 日本政策金融公庫による農業経営にかかる融資等の相談

▼事前予約制／申込みは３/１8(水) まで 産業課 

☎ 72-1337
３/２5(水) 13:00～16:00 役場

生活相談
自立支援相談員 （西牟婁振興局） による生活や就労の困りごと相談 住民福祉課 

☎ 72-2161
３/２４(火) 13:30～15:30 役場

「にじのわ」 

障害福祉 

相談

障害のある方やご家族の日常生活や社会生活に関する相談 住民福祉課 

☎ 72-2161
３/３・１０・１７・２４（火） 13:30～15:30 役場

教育相談
学校生活に関する相談 教育学習課

☎ 74-2191
平日 9:00～16:00 生涯学習センター

こども 

なんでも 

相談

妊娠 ・ 出産のこと、 育児の悩み ・ その他こどもに関する相談 子育て推進課

【こども家庭センター】

☎ 33-7550平日 9:00～16:00 ふれ愛センター

暮らし 

なんでも 

相談

福祉専門の職員による日常のお困りごと相談 みなべ町社会福祉協議会

☎ 72-5611
平日 9:00～16:00 はあと館

県による 

巡回職業 

相談

職業相談員による求人情報の提供や求職の相談 日高振興局地域づくり課

☎ 0738-24-2911
３/１３(金) 13:00～15:00 南部公民館

年金相談

【要予約】

年金請求の手続きや加入の届出等に関する相談
田辺年金事務所

☎ 24-0432
３/１４(土) 9:30～16:00

田辺年金事務所 
（田辺市朝日ヶ丘 24-8）
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１
月
25
日
、
み
な
べ
女
性
会
10
周
年

記
念
第
９
回
み
な
べ
女
性
大
会
が
ふ
れ

愛
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
３
０
０
名

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
世
界
的
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
コ
シ

ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、「
常

に
『
今
』
が
大
切 

今
が
一
番
若
い
」

と
題
し
た
講
演
と
、
和
歌
山
放
送
田
辺

支
局
ラ
ジ
オ
カ
ー
レ
ポ
ー
タ
ー
の
き
よ

ち
ゃ
ん
こ
と
山
下
博
美
さ
ん
に
よ
る
、

山
本
町
長
と
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
い

ま
し
た
。

　

２
月
10
日
、
ア
バ
ロ
ー
ム
紀
の
国
に

お
い
て
、
み
な
べ
町
農
業
振
興
協
議
会

が
、
食
育
の
推
進
に
特
に
顕
著
な
功
績

の
あ
る
者
及
び
団
体
に
贈
ら
れ
る
、「
和

歌
山
県
食
育
推
進
表
彰
」
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

農
業
振
興
協
議
会
が
取
り
組
ん
で
き

た
農
産
物
の
消
費
拡
大
や
担
い
手
育
成

に
関
す
る
活
動
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の

食
育
及
び
地
産
地
消
に
貢
献
し
て
い
る

こ
と
に
対
す
る
も
の
で
す
。

まちのできごと

農
業
振
興
協
議
会
が 

食
育
推
進
表
彰
を
受
賞

み
な
べ
女
性
大
会
が 

開
催
さ
れ
ま
し
た

山下博美さん、コシノジュンコさん、山本町長による

トークショーの様子

農業振興協議会を代表して表彰を受ける廣村さん

定
を
受
け
て
策
定
し
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
都
市
計
画
（
計
画
期
間
は
令
和
６
年

度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
）
」
に
基
づ

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
特
別
な
こ
と

で
は
な
く
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
少

し
意
識
を
変
え
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
み
な
べ
町
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
町

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
持
続
可
能
で

暮
ら
し
や
す
い
町
を
目
指
し
て
ま
す
。

　

み
な
べ
町
の
暮
ら
し
や
仕
事
と
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
と
の
つ
な
が
り
を
、
具
体
的
な
例

を
交
え
な
が
ら
紹
介
し
、
「
自
分
た
ち

の
こ
と
」
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
け
る

内
容
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

滋
賀
県
と
の
地
元
食
に
関
す
る
交
流

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
食
文
化
に
触

れ
な
が
ら
、
地
産
地
消
や
持
続
可
能
な

食
の
あ
り
方
に
つ
い
て
学
び
合
っ
て
い

ま
す
。

　

土
壌
改
良
や
環
境
負
荷
の
軽
減
に
つ

な
が
る
と
さ
れ
る
バ
イ
オ
炭
に
関
す
る

勉
強
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
農
業
を

守
り
な
が
ら
、
自
然
環
境
に
も
配
慮
し

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
ミ
ツ
バ
チ
の
巣

箱
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま

し
た
。
ミ
ツ
バ
チ
は
南
高
梅
の
受
粉

に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
存
在
で
あ
り
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
生
き
も
の

や
自
然
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か

け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
ジ
ュ
ニ
ア
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
キ
ャ
ン
プ
」

で
、
小
中
高
生
を
対
象
に
、
梅
の
収
穫

や
選
果
、
漬
け
込
み
や
天
日
干
し
な
ど
、

み
な
べ
町
の
梅
の
魅
力
や
世
界
農
業
遺

産
の
仕
組
み
を
学
ぶ
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
ま
し
た
。
梅
に
関
す
る
ク

イ
ズ
や
実
際
に
梅
干
し
を
扱
う
体
験
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
や
缶
バ
ッ

ジ
作
り
な
ど
を
通
じ
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

考
え
方
や
地
域
資
源
の
大
切
さ
を
楽
し

く
伝
え
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
に
取
り
組
ん
だ
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
お
よ
び
「
自
治
体
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
」
の
活
動
を
振
り

返
る
機
会
を
設
け
、
町
民
の
皆
さ
ん
や

町
外
か
ら
の
専
門
家
、
大
学
生
、
町
職

員
な
ど
多
様
な
立
場
の
方
々
が
集
い
、

１
年
間
の
取
組
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
中
心
的
な
取
り
組
み
と
な
っ
た

「
み
な
べ
梅
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
」

で
は
、
地
域
の
共
通
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
共
に
学
び
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合

い
な
が
ら
地
域
課
題
の
解
決
策
を
探
求

す
る
学
び
の
場
と
し
て
、
梅
の
消
費
拡

大
や
若
者
の
梅
干
し
離
れ
、
環
境
に
や

さ
し
い
農
業
な
ど
、
町
の
未
来
に
つ
な

が
る
テ
ー
マ
に
対
し
て
参
加
者
が
主
体

的
に
議
論
や
共
有
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

と
は
、
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た

２
０
３
０
年
ま
で
に
持
続
可
能
で
よ
り

良
い
世
界
を
実
現
す
る
た
め
の
国
際
的

な
目
標
で
、
17
の
ゴ
ー
ル
と
１
６
９
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
成
り
立
ち
、
地
球
上

の
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う

理
念
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は

発
展
途
上
国
だ
け
で
な
く
、
先
進
国
に

お
い
て
も
取
り
組
む
べ
き
普
遍
的
な
目

標
で
す
。

　

み
な
べ
町
は
、令
和
６
年
５
月
に「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
に
選
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
環
境
・
経
済
・
社
会
の

バ
ラ
ン
ス
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
将
来

に
わ
た
っ
て
住
み
続
け
ら
れ
る
町
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
自
治
体
と
し
て
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。
町
で
は
、
こ
の
選

持続可能な
みなべ町へ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
知
っ
て
い
ま
す
か

み
な
べ
町
が「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」

に
選
定

令
和
６
年
度
に
お
け
る
取
組
を 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

取組１

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
紹
介
す
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
中

取組２

地
域
の
魅
力
や
資
源
を
大
切
に

す
る

取組３

自
然
と
共
に
生
き
る
町
づ
く
り

取組４

大
阪
・関
西
万
博
（Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
５
）

で
の
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

ジュニアSDGｓキャンプの様子

　

町
内
の
こ
ど
も
園
に
お
い
て
、
キ
ノ

ピ
ー
教
室
が
開
催
さ
れ
、
木
の
妖
精
キ

ノ
ピ
ー
を
テ
ー
マ
に
し
た
紙
芝
居
「
み

ん
な
で
森
へ
い
こ
う
」
の
読
み
聞
か
せ

を
行
い
、
森
林
の
仕
組
み
と
自
然
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

キ
ノ
ピ
ー
か
ら
園
児
た
ち
に
、
お
土

産
と
し
て
「
キ
ノ
ピ
ー
の
ぬ
り
え
」
と

「
キ
ノ
ピ
ー
の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ッ
シ
ュ
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

１
月
28
日
、
町
は
東
洋
ラ
イ
ス
株
式

会
社
（
雜
賀
慶
二
代
表
取
締
役
社
長
）

様
と
「
町
民
の
健
康
増
進
や
食
育
の
推

進
、
農
業
振
興
、
災
害
時
支
援
等
を
通

じ
て
地
域
活
性
化
を
目
的
と
し
た
包
括

連
携
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
で
は
は
、
令
和
８
年
度
か

ら
町
立
こ
ど
も
園
等
の
給
食
で
の
「
金

芽
米
」
の
導
入
や
、
災
害
時
の
支
援
を

実
施
す
る
ほ
か
、
今
後
の
農
業
振
興
に

お
け
る
米
の
精
の
活
用
な
ど
を
行
い
ま

す
。

キ
ノ
ピ
ー
教
室
を 

開
催
し
ま
し
た

包
括
連
携
に
関
す
る
協
定

を
行
い
ま
し
た

紙芝居みよる読み聞かせ （上南部こども園）

山本町長と東洋ライス（株）代表取締役副社長阪本哲生様

←町ホームページはこちら
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みなべ町チームが 「４位」
～第６２回日高地方駅伝競走大会～

みなべ町チーム総合１６位
～第２５回和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会～

　 １月１８日（日）、御坊運動公園 （御坊市） において第６２回日高地方駅伝競走大会が開催されました。

９区間１８㎞のタスキを繋ぎ、 ４位に入賞しました。 （記録１時間３分４７秒）

　 ２月８日（日）、和歌山市において第２４回和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会が開催され、 紀三井寺公

園陸上競技場から県庁前のゴールまでの１０区間２１．１km を小学生男女各２名と中学生男女各３名がタスキを繋

ぎました。

■結果　１６位

■走順　１区 小山悠斗 - ２区 中西ののか - ３区 前田葵 - ４区 山本莉央 - ５区 久保芙輝 - ６区 玉置妃莉 -

　　　　　 ７区 林駿允 - ８区 田口果林 - ９区 岩﨑寛太 - １０区 林琥大朗　

■団長　小林晃亮　　■監督　清水昭男

■選手　【小学生女子】田ノ岡凛（南小⑥）前田葵（同）大　 希（上小⑤）玉置妃莉（南小⑤）寺村美優（同）

　　　　　 【小学生男子】岩﨑寛太（上小⑥）林駿允（同）樫山翔（上小⑤）岡﨑奏太（高小⑤）九谷幸佑（上小④）

　　　　　 【中学生女子】中西ののか（田辺中③）田口果林（南中③）山本莉央（南中②）岩上芽生（上中②）宮城空愛（同）

           【中学生男子】伊　 穏（南中③）久保芙輝（同）小山悠斗（上中③）林琥大朗（同）横山幸太朗（南中①）

■走順　１区 前田葵 - ２区 岩﨑寛太 - ３区 平川雅之 - ４区 玉置妃莉 - ５区 岡﨑奏太 - ６区 中嶋司 -

　　　　　 ７区 田ノ岡凛 - ８区 樫山翔 - ９区 沖見直哉

■団長　小林晃亮　　■監督　清水昭男

■選手　【小学生女子】 田ノ岡凛（南小⑥）、前田葵（同）、大　 希（上小⑥）、玉置妃莉（南小⑤）、寺村美優（同）

　　　　　 【小学生男子】 林駿允（上小⑥）、岩﨑寛太（同）、樫山翔（上小⑤）、岡﨑奏太（高小⑤）、九谷幸佑（上小④）

　　　　　 【一　　　　 般】 平川雅之、 中嶋司、 沖見直哉、 沖見史哉、 中松常晃 ※敬称略

※敬称略


